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【１】組織概要 

 

事業所名

代表者名

所在地

事業内容

環境管理責任者氏名 　福本　智明 事業年度　 ３月～２月

環境管理責任者連絡
先

TEL：048-957-3634
FAX：048-957-6011

設立年月日
昭和４７（1972）年
３月１日

従業員　　 １８ 名

資本金 ５００万円 延床面積　５７３㎡ 敷地面積　６６０㎡

出荷量（2022年度）
（製造+販売量）

４，０６５ｔ 出荷額（2021年度） ３億５２６０万円

製造量（2022年度） １，７４５ｔ 販売量（2021年度） ２，３２０ｔ

硬質塩化ビニール並びに合成樹脂の再生原料製造販売

（注）弊社は、リサイクル業者です。
ア.許可の内容　　産業廃棄物処理運搬業　栃木県、茨城県他　廃プラスチック類
イ.施設等の状況　該当する設備はありません。
ウ.処理実績　　  処理実績はありません。

有限会社　伸栄化工

代表取締役　福本　成明

〒341-0004　埼玉県三郷市上彦名508番地

E-mail：shinei508@violin.ocn.ne.jp

（注）弊社は PRTR 法に定める化学物質の使用及び保管はありません。 
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【２】エコアクション２１の対象範囲（認証・登録） 

弊社は全組織、全活動、全従業員を対象範囲としてエコアクション２１に取り組んで

います。 

サイト ： 本社・工場 

活  動： 硬質塩化ビニール並びに合成樹脂の再生原料製造販売 

従業員数： １8名 

認証・登録：2010 年 8月 24日 登録番号：0005445 

 

組織図          役割、責任および権限 

６．環境経営レポートの承認 

   環境管理の責任者          

               1. 環境負荷と環境への取組状況の把握及び評価(要求事項４) 

2. 環境関連法規の取りまとめ（要求事項５） 

3. 環境経営目標及び環境経営計画の策定（要求事項６） 

4. 文書類の作成・管理（要求事項１２） 

5. 代表者への報告（要求事項 7） 

全従業員             1. 環境方針の理解及び環境問題の現状と環境への取組の重要性の認識 

 

 

運搬車両の種類と台数 

キャブオーバ 4t車 2台 

 

製造工程 

 

原材料（合成樹脂）→合成樹脂用粉砕機→粉砕された材料→押出機（線状に押出す）→

水で冷却→ペレタイザー（カット）→ペレット（製品） 

 

処理能力 

一日最大 生産量 ２５００ｋｇ 

   代表者         １．取り組みの対象組織・活動の明確化 (要求事項１)  

２．代表者による経営における課題とチャンスの明確化（要求事項２） 

３．環境経営方針の作成、全従業員に周知 (要求事項３)  

４．実施体制の構築・環境管理責任者の任命（要求事項７）  

５．代表者による全体の評価と見直し・指示（要求事項１４） 
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【３】環境経営方針 

 

【基本理念】 

 

 プラスチックスクラップを原料としたペレット生産や粉砕材料の販売を通じて、 

プラスチックリサイクルを推進し、循環型社会の形成に寄与します。 

 

【行動指針】 

 

１ 事業活動による二酸化炭素排出量を削減します。 

 

２ 事業活動から出る廃棄物の発生抑制と削減を行ないます。 

 

３ 事業活動において節水を推進します。 

 

４ 再生可能資源の有効性の向上に努めます。 

 

５ 適用される環境関連法規などを遵守することを誓約いたします。 

 

６ 上記方針は全従業員への周知徹底及び社外へ公開します。 

 

 

 

制定 平成 20（2008）年 12 月１5日 

第２回改訂 平成 25（2013）年 11 月１5日 

第 3回改訂 令和 2（2020）年 3 月 １日 

第 4回改訂 令和 4（2022）年 3 月 1日 

 

                    

有限会社 伸栄化工 

 

代表取締役 福本 成明 
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【４】環境目標 

４−１ 行動指針・環境目標・環境活動一覧表 

承認 作成

福本成明 福本智明

2022/3/2 2022/3/2

中長期目標 今年度目標

2022年度
～

2023年度

2022年度
（2022年3月-2023年2

月）

出荷量の増加（t） 前年度比1％増加 前年度比1％増加 販売促進活動

電力消費量当たり製
造量の増加（t/KWH）

前年度比1％増加 前年度比1％増加 品質の維持向上

軽油消費量当たり出
荷量の増加（t/L）

前年度比1％増加 前年度比1％増加
生産管理技術、
作業効率向上

LPG．ガソリン消費量
当たり出荷量の増加
（ｔ/

前年度比1％増加 前年度比1％増加
生産管理技術、
作業効率向上

二酸化炭素排出削減
(kg)

前年度比1％削減 前年度比1％削減
1H当たりの生産
量UP

製品量当たり二酸化
炭素排出削減(kg/t）

前年度比1％削減 前年度比1％削減 節電活動

出荷量当たり二酸化
炭素排出削減(kg/t）

前年度比1％削減 前年度比1％削減
節電活動
エコドライブ活
動

産業廃棄物の発生抑
制と削減(kg)

前年度比1％削減 前年度比1％削減
排出抑制と分
別、資源化

一般廃棄物の発生抑
制と削減(kg)

前年度比1％削減 前年度比1％削減
排出抑制と分
別、資源化

製造量当たり総給水
量の削減（主に冷却
水(ｍ3/t)

前年度比1％削減 前年度比1％削減
冷却水の量の監
視、水道元栓確
認

事務用グリーン購入
の増加(円)

購買金額の1％ 購買金額の1％
カタログによる
調査と購入

4
弊社に関連する環境法令な
どを遵守します。

関連する環境法令な
どを遵守

年間１回のチェッ
ク

年間１回のチェッ
ク

毎年８月の
チェック

注1）購入電力の調整後排出係数は、中国電力（株）の0.636(kg-CO2/kWh)を使用しています。

注2）弊社はPRTR法に該当する化学物質を使用しておりません。化学物質に関する目標はありません。

2
事業活動から出る廃棄物の
発生抑制と削減を行ないま
す。

3
事業活動において省資源を
推進します。

行動指針

環境目標

環境活動項目
（目標達成手

段）テーマ

1.事業活動による二酸化炭
素排出量を削減します。

（プラスチックスクラップ
を原料としたペレット生産
や粉砕材料の販売を通じ

て、プラスチックリサイク
ルを推進し、循環型社会の

形成に寄与します。）
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４−２ 環境目標の達成状況の確認（実績） 

承認 作成

福本成明 福本智明

2023/4/11 2023/4/11

出荷量の増加（t） 前年度比1％増加 3,924 3,963 4065 102.6%

電力消費量当たり製
造量の増加（t/KWH）

前年度比1％増加 0.009631 0.009727 0.005367 55.2%

軽油消費量当たり出
荷量の増加（t/L）

前年度比1％増加 0.072271 0.072994 0.076591 104.9%

LPG、ガソリン消費量
当たり出荷量の増加
（ｔ/L）

前年度比1％増加 0.195813 0.197771 0.180334 91.2%

二酸化炭素排出総量
(kg)

前年度比1％削減 325,381 322,127 420,595 76.6%

製造量当たり二酸化
炭素排出削減(kg/t）

前年度比1％削減 177.6 176 241.0 73.0%

出荷量当たり二酸化
炭素排出削減(kg/t）

前年度比1％削減 82.9 82.1 103.5 79.3%

産業廃棄物の発生抑
制と削減(kg)

前年度比1％削減 0 0 49,810 0.0%

一般廃棄物の発生抑
制と削減(kg)

前年度比1％削減 1,776 1,758 1,776 99.0%

製品量当たり総給水
量の削減（主に冷却
水(ｍ3/t)

前年度比1％削減 0.176 0.174 0.273 63.8%

事務用グリーン購入
の増加(円)

購買金額の10％ 32,500 35,750 34,000 105.1%

基準値
（2021年度）

今年度
実績値

達成率環境目標
今年度
目標値

22年度（2022年3
月～2023年2月）
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４−３ 環境目標の実績評価 

承認 作成

福本成明 福本智明

2023/4/11 2023/4/11

達成状況
問題点の有無
（目標の設定方法や
難易レベル）

今年度の結果を踏ま
えた来年度の目標設
定の考え方

目標から見た取組方法全
体の課題、問題点
（目標との整合性）

出荷量の増加（t） 102.6%
コロナウイルスの影
響が収まり出荷増に

なった
前年度比1％増加

国内販売を中心に強化す
る

電力消費量当たり製
造量の増加（t/KWH）

55.2% 小型機械1台増 前年度比1％増加 機械点検及び清掃に注意

軽油消費量当たり出
荷量の増加（t/L）

104.9%
前年度に引き続き倉

庫管理に稼働
このまま継続するこ
とが妥当

配車の適正管理

LPG,ガソリン消費量
当たり出荷量の増加
（ｔ/L）

91.2%
前年度に引き続き倉

庫管理に稼働
このまま継続するこ
とが妥当

配車の適正管理

二酸化炭素排出削減
(kg)

76.6% 無し
このまま継続するこ
とが妥当

特に無し

製造量当たり二酸化
炭素排出削減(kg/t）

73.0%
仕入先より、商品が

減少傾向に有る
前年度比1％削減

生産量UP。1時間当たり
の生産量を上げてCo2排
出量を下げる。

出荷量当たり二酸化
炭素排出削減(kg/t）

79.3%
従来より出荷量が増

と倉庫の整理
このまま継続するこ
とが妥当

纏めて出荷する

産業廃棄物の発生抑
制と削減(kg)

0.0%
今期、倉庫整理を行
い古い廃プラを業者
に依頼処分した。

このまま継続するこ
とが妥当

今後、廃プラの分別に取
り組む

一般廃棄物の発生抑
制と削減(kg)

99.0% 無し
このまま継続するこ
とが妥当

無駄を省く

製造量当たり総給水
量の削減（主に冷却
水と社外散水）(ｍ
3/t)

63.8%
今期、工場内の水道
元栓に漏れが発覚。

修理済み
前年度比1％削減

節水活動は続ける。冷却
水を使用しなくても良い
時は使用せず量を減ら
す。

事務用グリーン購入
の増加(円)

105.1%
ＦＡＸ用紙が主で

ペーパーレスになっ
たため

このまま継続するこ
とが妥当

れいか

関連する環境法令な
どを遵守

達成 無し
このまま継続するこ
とが妥当

特に無し

評価項目

環境目標
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【５】環境活動計画 

５−１ 環境活動計画の実施状況と取組結果の評価 

５−２ 次年度の取組内容について 

５−１及び５−２をあわせて、次表のようにまとめます。 

承認 作成

福本成明 福本智明

2023/4/11 2023/4/11

運用は計画通りの
日程で進んだか

責任者・担当者
はその任を果た
したか

その他問題点の
有無
（取組方法な
ど）

販売促進活動 ○ ○ ○ 継続的に実施

品質の維持向上 ○ ○ ○ 継続的に実施

電力消費量当たり製
造量の増加（t/KWH）

生産管理技術、作業
効率向上

○ ○
特に意識して取
り組む

重点的取組

軽油消費量当たり出
荷量の増加（t/L）

生産管理技術、作業
効率向上

○ ○ ○ 継続的に実施

二酸化炭素排出削減
(kg)

下記活動による ○ ○
特に意識して取
り組む

重点的取組

製造量当たり二酸化
炭素排出削減(kg/t）

節電活動 ○ ○
特に意識して取
り組む

重点的取組

出荷量当たり二酸化
炭素排出削減(kg/t）

節電活動
エコドライブ活動

○ ○ ○ 継続的に実施

産業廃棄物の発生抑
制と削減(kg)

特に塊の分別、再投
入

○ ○ ○ 継続的に実施

一般廃棄物の発生抑
制と削減(kg)

排出抑制と分別、資
源化

○ ○ ○ 継続的に実施

製造量当たり総給水
量の削減（主に冷却
水(ｍ3/t)

冷却水の量の監視 ○ ○ ○
継続的に実施（気温
上昇による水温調節
時の給水増加状況）

事務用グリーン購入
の増加(円)

カタログによる調査
と購入

○ ○ ○ 継続的に実施

関連する環境法令な
どを遵守

毎年８月のチェック ○ ○ ○ 継続的に実施

出荷量の増加（t）

来年度の取組内容
環境活動項目

（目標達成手段）

評価項目（○特に問題なし）

環境目標
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【６】環境関連法規等の遵守状況の確認の結果並びに違反、訴訟等の有無 

  

 弊社が遵守しなければならない環境関連法規として、廃棄物処理法、消防法、騒音規

制法、及びそれらに関連する埼玉県条例、三郷市条例等があります。 

 弊社では、これらの法規制遵守のために、これらの法規制の一覧表を作成し、定期的

に遵守状況をチェックすることにより、違反のないことを自主的に確認しました。 

 環境関連法規への違反はありません。なお、関係当局よりの違反等の指摘、及び関連

する訴訟等は過去３年間ありませんでした。 

 

【７】弊社の記録の管理方法 

 

 弊社の環境関連の記録類につきましては、環境管理責任者が３年間保管し、以後はリ

サイクルの推進を配慮して、廃棄方法を適正に選択し、処理しています。 

 

 

【８】代表者による全体の評価と見直し・指示 

 

 弊社の現況は、原料の仕入れ数量が減少したことにより製造量が伸びなかったこと等

のより、製造量当たり及び出荷量当たりの二酸化炭素排出量削減目標が未達になった。 

 継続的に取り組めていることは、全従業員で積極的に引き続き取り組んでいく。 

特に、電力消費量当たりの生産量の増加については特に重点的に取り組んでいく。 

  


